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市は県内でも脳血管疾患で亡くなる方が男女とも多く、また医療費では
生活習慣病である高血圧、腎不全、糖尿病は国保の通院医療費の約４割を
占めています。
これらの生活習慣病の多くは「沈黙の病気」とも言われ、自覚症状がほ

とんどないまま進行します。体の中では動脈硬化が進み、やがて脳卒中や
心臓病、腎臓病といった生命に関わる重大な病気につながります。
大きな病気へつながらないよう、それを食い止めることを重症化予防と

いいます。

水曜日は運動の日
南九州市健康増進計画

★健康増進計画（後期）における「健康管理」の目標は
●健(検)診・保健指導を受けよう
●生活習慣病の発症・重症化を予防しよう

南九州市の健康の課題と医療費

☆ 定期的に健診・がん検診を受けて健康状態を確認しよう！
☆ 保健指導は生活習慣を見直すチャンス。積極的に活用しよう！
☆ 現在治療中の方 ⇒自己判断で中断せずに治療を継続しよう！
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健康増進計画
推進キャラクター ～健康管理編～

お役立ち情報

川辺保健センター 0993-58-3223
知覧保健センター 0993-58-7221
頴娃保健センター 0993-36-1111

【お問い合わせ】
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